関数プログラミングの練習問題 2008-7
小谷善行

1. ?-[a,b,c]=[P|Q].とするとPとQはどうなるか。

2. ?-[a,X,X,Y]=[Z,Z,U,U].とするとX,Y,Z,Uはどうなるか。

3. ?- X=3+4とするとXはどうなるか。 ?-X is 3+4.とするとXはどうなるか。
4.　ベクトルの内積のプログラムを作れ。

?-naiseki([1,2,3],[2,0,4],X).       X=14

5.

nban(1,[X|_],X):-!.
nban(N,[_|L],X):-N>1,N1 is N-1,nban(N1,L).

に対して、?-nban(3,[3,1,4,1,5,9],A).とするとAはなにになるか。

6.最大値

?-max([3,1,4],X).   X=4

7.階乗

?-f(3,X).   X=6

8.リストの逆順をもとめる。

?-rev([a,b,c],X).   X=[c,b,a]

9.合併集合

?-union([a,b],[b,c,d],X).  X=[a,b,c,d]

10.クイックソート

?-qs([3,4,8],[1,5,7],X).  X=[1,3,4,5,7,8]

11.次の数式微分のプログラムに、引き算と割り算の公式を加えてみよう。

d(X,X,1):-!.

d(C,X,0):-atomic(C),!.

d(Y+Z,X,DY+DZ):-!,d(Y,X,DY),d(Z,X,DZ).

d(Y*Z,X,DY*X+Y*DZ):-!,d(Y,X,DY),d(Z,X,DZ).

d(Y,X,bibun(Y,X)).

12.次の式の簡単化のプログラムに、引き算の簡単化を加えてみよう。
kan(X+Y,KXY):-!,kan(X,KX),kan(Y,KY),k1(KX+KY,KXY).

kan(X*Y,KXY):-!,kan(X,KX),kan(Y,KY),k1(KX*KY,KXY).

kan(X,X).

k1(0*X,0):-!.

k1(X*0,0):-!.

k1(1*X,X):-!.

k1(X*1,X):-!.

k1(0+X,X):-!.

k1(X+0,X):-!.

k1(X+Y,S):-number(X),number(Y),S is X+Y,!.

k1(X*Y,S):-number(X),number(Y),S is X*Y,!.

k1(X,X).
13.

三段論法をprologで証明してみる。a->bとb->cからa->cを証明する。

a->bはprologで書くと[1]、b->cは[2]となる。

a->cの否定は、[3]である。これを仮定する。この方法を[4]という。

[3]を計算するとprologでは、[5]と[6]となる。[1][2][5]をプログラムとして、[6]を実行すると次のようになる。[7]

14. 

p(0,X,X).

p(s(Y),Z,s(U)):-p(Y,Z,U).

として、?-p(s(s(0)),A,s(s(s(0)))).とするとどうなるか。

15. 何のプログラムか。

h([],[]).

h([X|L],XH):-h(L,H),a(H,X,HX).

a([],X,[1*X]).

a([N*X|L],X,[N1*X|L]):-!,N1 is N+1.

a([NX|L],Y,[NX|YL]):-a(L,Y,YL).

